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　磁性体における量子輸送現象は、磁気構造によ

る電子のバンド構造の変化や磁気ドメインの外場

による制御など、磁性体特有の制御性やそれを用

いた機能性を示します。特に近年では、トポロジ

カルな磁気構造に由来したスピン・ベリー位相の

効果が注目を集めてきました [1]。スキルミオン

などの非鏡面的な磁気構造があると、スピンのベ

リー位相を起源として電子のホッピングに有効的

なパイエルス位相が生じます。このパイエルス位

相による有効磁場は最大で 1000 T にも達します。

このように、量子位相効果に由来する磁気輸送現

象では従来の磁気輸送現象と異なる物理がみられ

ます。

　この分野の研究はこれまで、基底状態や長距離

の磁気相関がある場合を中心に研究されてきまし

た [1]。この状況下では、スピン・ベリー位相由

来の内因的ホール効果が支配的になると予想され

ます。一方で、温度が磁性体の交換相互作用と同

程度にまで上昇した場合には、非鏡面的な磁気相

関と磁気揺らぎに由来する外因的ホール効果が生

じる可能性があります [2]。実際に、実験的には

ホール伝導度の温度依存性に非単調な振る舞いが

みられる物質も知られています [3、4]。以上の様

に、この外因的機構は大きなホール効果の実現や

熱揺らぎを用いた機能性につながる可能性があり

ます。

　この２年間の研究では、カイラル磁性体を念頭

に、磁気散乱を起源とした位相干渉に由来する外

因的ホール効果に関する研究を進めてきました。

この２年間の主な成果としまして、磁気揺らぎに

よるホール効果が、基底状態におけるホール効果

よりも（最大で１０００倍近く）大きくなる場合

があること [5] や、近藤結合が強い場合には、10

度に及ぶホール角およびスピン・ホール角を示す

こと [6] を見出しました。この現象は、カイラル

磁性体 [4] だけでなく、デラフォサイト [3] や界面

２次元電子系 [7] などの様々な系で実現し得ます。

さらに、類似の外因的機構が整流効果を示すこと

も見出しました [8]。
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